（ジャック・マー氏演説全文）

尊敬する二階俊博様、尊敬する近藤理事長、尊敬する日本の友人たち、それから日中の医療従事者の皆様、こんにちは。

特に二階様と近藤理事長に感謝申し上げます。お二方のご挨拶には大変感動しました。二人が仰ったように「困難な時にお互いに助け合うべきだ」という言葉に賛同します。

日本は先程、お二方が仰ったように5月25日に全国の緊急事態宣言が解除されました。これは非常に良かったことだと思います。中国も日本も防疫期間中、お互いに助け合い頑張ってこられた成果は世界中に自信と希望をもたらしたと思います。

過去の数ヶ月の間、日本も中国もかなり困難な経験を経てまいりましたけれども、その困難な時期を乗り越えてきたからこそ両国の友好関係が更に深まったと思います。中国でコロナが発生したばかりの時に医療物資が非常に不足した状況にありました。当時、私の方から二階様へ連絡をした際に、二階様から「親戚が病気になれば手を差し伸べて助けるべきである。全国を挙げて中国を助ける。」とおっしゃっていました。中国で多くの最戦線医療従事者を守りました。まさしく「雪の中に炭を送られてきた」ような感じでした。二階様に感謝し、日本国民に感謝し、そして蒋暁松様、日本医療国際化機構、日本医師会の効率的な働きに感謝します。皆様のご尽力に深く感謝申し上げます。

　本日ご多忙中にもかかわらずテレワークにご出席いただいた皆様にも感謝したいと思います。防疫期間中、全面的に解除をされていないのでお互いに直接会うことは非常に困難なことです。そんな中で、このようなテレワークという形で交流が出来ることを非常に良いことだと思います。

　ウィルスには、パスポートもなく、ビザも必要なく、国にも関係ありません。世界中の流行に対して、最も良い処方は隔離措置ではなく、お互いに情報をシェアし、協力し合うことが非常に大事なことであります。これは私共がプラットフォームGMCCを構築した初心です。 
　また、世界中の人々に、日本と中国がここまで努力して、良い成果がとれたということは両国の医療従事者様の努力の賜物でありますし、また、そこで自信に繋いだと思います。世界中の人々もそこから希望が見えてきたと思います。今後もお互いにウィルスを克服する経験をシェアし、もっと世界中の人に良い経験を提供して行きたいと思います。

　ウィルスとの戦いは国によって、あるいは人によってそれぞれ方法が違うかもしれませんけれども、国によってはウィルスの感染を防止する方法や、あるいは診療の方法も違うかもしれませんけれども、違うからこそ魅力が生まれるもので、我々が求められているのは、お互いの違いを尊重し、共通点を見つけることです。
これからもたくさんの挑戦が待っていると思いますし、更なる大きな挑戦でもあるかもしれません。お互いに信頼し、協力し合えば、素晴らしい未来を作り上げることを信じています。中日両国の友情も新しい1ページを開くことになります。

　最後になりますが、もう一度二階様、日本各病院の専門家たち、浙江省第一病院の先生方に感謝申し上げます。
これからの時間の中で、交流がかなり盛んに行われますので、良い成果が出ることを私は期待しております。
ご清聴有難うございました。

